
第 ３ 学 年 数 学 科 学 習 指 導 案 
日 時  平成２０年１１月１２日（水） ５校時 

                          学 級  ３学年 男子７名 女子４名 計１１名 
                          場 所  ３年教室               
                          指導者  教諭 佐々木  功          

１  単元名  相似な図形 
 
２  単元について 
（１）教材観 

２年生では、三角形の合同条件を用いて、三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確か

めることを学習してきた。本単元では、三角形の相似条件を用いて、三角形や平行線と比に関す

る図形の性質を中心に論理的に確かめ、数学的な推論の仕方についての理解を深めることがねら

いである。合同、相似という基本的な見方をもとに、図形の性質を数学的な推論によって考察す

る学習を通して、論理的に考察し表現する能力を確実なものにしていく。また、相似の考えが有

効である様々な場面を取り上げることで、相似の考えの活用、数学のもつ実用性やよさについて

も理解を深めることができる。 
 （２）生徒観 

 三角形の合同条件や二等辺三角形、平行四辺形の性質は言えるが、なぜそうなのかをうまく説

明したり、それらを用いて論証したりすることが苦手な生徒が多い。また、証明は難しくて嫌だ

という意識である。４月の学習定着度調査でも８人の生徒がこの内容の期待正答率よりも低かっ

た。学習内容を吸収しようという意識が高い反面、難しいと諦めがちな実態も含めて、この状態

を改善していくために、直感的な場面、操作的活動も取り入れながら、意欲の継続化を図ってい

きたいし、少しでも分かりやすく、相似を身近に感じられるように、場面設定を工夫していきた

い。また、演繹的な推論に結びつくよう、根拠を明確に表現させながら指導を進めていく必要が

ある。 
 （３）指導観 

相似の考えは、大きいものを小さくしたり、小さいものを大きくしたりして扱うことが有効な

場合や実測できない部分の長さを測定可能な場面に変換する場合などに使われる。このことを身

の回りの中からいろいろと紹介したり、または見つけ出させることで、理解を深めていく。また、

地図や設計図を用いたり、操作的活動、実験的活動などを取り入れることで、生徒の興味、関心

をひきながら、相似の考えがよく使われることを実感させていきたい。 
更に、基本的事項の定着や自主学習を促すためにも、家庭学習で、三角形の相似条件、比の計

算、図形の性質の証明などの各時間のポイントのまとめやその練習ができるように、授業の中で

明確に取り上げ、課題にし、次の授業へつなげていきたい。 
 

３  単元の目標 
 （１）数学への関心・意欲・態度 
     相似の考えを活用することができるようにする。 
 （２）数学的な見方・考え方 
     三角形の相似条件を利用して、図形の性質を論理的に考察することができるようにする。 
 （３）数学的な表現・処理 
    ・図形の性質を三角形の相似条件をもとにして確かめ、表現できる。 

・平行線と線分の比について、調べたり利用したりすることができる。 
 （４）数量、図形などについての知識・理解 
     図形の相似の意味、三角形の相似条件を理解している。 
 



４  単元の指導計画        

単元の 
指導項目と時数 

家庭学習連動の

パターン

Ａ 基本的事項を

定着させるた

めの反復練習

Ｂ 教材をより深

く理解するた

めの学習 

Ｃ 理解した内容

を発展させた

学習 

相似な図形  ・・・・・・・・・ ４時間 ○ ○  
三角形の相似条件 ・・・・・・ ３時間 ○ ○ ○ 
基本の問題 ・・・・・・・・・ １時間 ○   
三角形と比  ・・・・・・・・・ ３時間 ○ ○  
平行線と比 ・・・・・・・・・ ３時間 ○ ○ ○ 
基本の問題・章の問題 ・・・・ ２時間 ○   
相似の利用  ・・・・・・・・・ １時間（本時） ○ ○  

 
５  単元の評価規準 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な表現・処理 
数量、図形などについての

知識・理解 
・図に表して調べることのよ

さに気づき、相似の見方で

図形を考察しようとする。 

・相似を用いて考えることの

よさに気づき、それを用い

ていろいろな事象を考察し

ようとする。 

・合同や平行線をもとにして、

いろいろな性質を関連づけ

て見いだし、それを考察す

ることができる。 

・相似の考えを使って、具体

的な事象をより広い視野で

とらえ、発展的に考察する

ことができる。 

・相似の言葉を使って、2 つの

図形の関係を的確に表現す

ることができる。 

・条件や性質を場面に応じて

的確に用い、角の大きさや

線分の長さを、正確かつ能

率的に求めることができ

る。 

・三角形の相似条件を三角形

の合同条件と関連づけて理

解している。 

・三角形と比の性質、中点連

結定理、平行線と比の性質

が、三角形の相似条件を根

拠として関連づけて導かれ

ることを理解している。 

 
６  本時の指導 
 （１）目標  相似の考えを用いて、角の大きさや辺の長さを求めることができるようにするとと

もに、その有用性を感得させる。  
 （２）具体の評価規準 

観 点 
具 体 の 評 価 規 準 

Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる
Ｃ：努力を要する生徒へ

の手だて 
数 学 的 な 表

現・処理 
比の値を用いて、角の大

きさや辺の長さを求める

ことができる 

相似の考えを式に表し

て、辺の長さを求めるこ

とができる。 

式から計算への過程を言

葉を書きながら、繰り返

させる。 
数 学 へ の 関

心・意欲・態度 
直角三角形の辺の比の値

が分かっていることの有

用性を感じることができ

る。 

辺の比の値が分かると、

直角三角形をかかずに考

えることができて便利だ

と感じられる。 

身障者とスロープなど、

興味関心ある場面を紹介

する。 

 （３）本校の研究主題に関わって 

連動のパターン Ａ 基本的事項を定着させるための反復練習 
Ｂ 教材をより深く理解するための学習 

ねらい 授業内容のポイントを自分なりにまとめ、それを定着させるための繰り返

しができたり、更に発展させた内容の自主学習もできるようにさせる。 

具体的な方法 
家庭学習の内容を使いながら、導入で基本的事項を確認し、展開では、自

分の作図を利用し意欲化を図る。終末では、練習問題、自分が見つけたスロ

ープの計算などがしやすいように、学習内容の確認、課題の指示をする。 



（４）展開 
段階 指導内容 生徒の学習活動 留意点と評価規準・手だて 

 
 
 
 
導入 

 
 
 
 
(７分) 

１．実測が難しい

長さ、高さの求

め方 
 
２．学習課題の設 

定  

・既習内容（縮図をかいて相似比を

使って求める）を想起する。 
 
 
・家庭学習の問題２から、本時の学

習課題を知る。 

◆家庭学習の問題１で確認する。 

  
 
 
・予想してきたことを確かめながら、

 関係を見つけることが課題である

ことを理解させる。 
 

屋根の傾斜と高さ、底辺の関係を調べよう  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
(35分) 

３．傾斜が１０°

の屋根の高さ

の確認 
 
４．屋根の傾斜と

高さの関係の

予想 
 

 
５．課題解決 
⑴  角が２０°

３０°４０°

５０°６０°

の直角三角形 
⑵直角三角形の

辺の比と角の

関係 
 
６．直角三角形の

角と辺の比の

値の表の利用 
   
 
 
 
 
 
 

・自分の結果を発表する。 
→底辺の長さ、比の式、高さを答え

る。 
 
・屋根の傾斜と高さの関係の予想を

発表する。 
→・傾斜と底辺が決まれば、高さも

決まる 
 ・傾斜と高さが比例する  
 
・直角三角形の縮図を利用して、高

さを求める。 
・底辺と高さの比の値が一定である

ことに気づく。 
・角と辺の比の値の表を作る。 
・角の大きさに対応して、辺の比の

値が決まることに気づく 
 
・高さを求める問題を解く。 

（教Ｐ１６５問１） 
・距離を求める問題を解く。 

（教Ｐ１６５問３） 
 
 
 
 

◆家庭学習でかいてきた直角三角形

から、どの縮図でも底辺の長さが違

っても、高さが等しくなることを確認

する。 

◆予想とその理由も発表させる。 

 
・予想を確かめるために、縮図を実

測する、表にすることも知らせる。

 
 
・相似比の使い方を確認する。 
・電卓を利用させるが、有効数字は

２桁の値とする。 
 
・１０°のときも参考にさせ、比の

値の表につなげる。  
・教Ｐ１６５の直角三角形の長さも読

み取とらせ、比の値を求めさせる。

◎表の値を用いて、辺の長さを求め

ることができたか。（ノート、挙手）

△机間巡視をしながら、計算の仕方

を助言する。 
◎１つの角に対応した辺の比の値が

分かっていることのよさを感じる

ことができたか。（ノート、観察）

△スロープの傾斜の問題場面などを

取り上げ、表の値を用いるよさを

感じさせる。 
 
 
終末 

 
 
(８分) 

７．本時のまとめ 
 
 
 
８．次時の予告 

・本時の学習のまとめをかく。 
 
 
 
・次時の学習内容を知る。 

◆感想と併せて、今後調べてみたい身

近にあるスロープなどについてもか

かせ、自主学習につなげる。 

 
・新しい章について学習することを

知らせる。 
＊記号の見方  ◆本校の研究に関わって  ◎評価規準・手だて  △支援の手だて  ・留意点    


